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教育方法学講座紀要 「教育方法の探究」執筆要綱

2003.1、16(作 成)

2006.12.11(改 訂》

2007.4.1(改 言])

1)編集委員会の構成について

編集委員会は、京都大学大学院教育学研究科 ・教育方法学講座の教授、准教授、講師、助教によっ

て構成 される。

2)執筆者の資格について

論文の執筆資格 に関しては、原則 として、教育方法学講座に在籍する教員お よび博士後期課程の大

学院生 とする。ただ し、修士課程の大学院生、研修員、 目本学術振興会特別研究員などで、特に教員

の推薦がある者については、編集委員会の承認を経て、執筆することができる。

3)執 筆枚数について

論文の執筆枚数は、原則 として、出来上が り8ペ ージ(400字 詰め原稿用紙40枚 程度)以 内 とす る。

4)執筆テーマについて

論文の執筆テーマについては、広 く教育方法学ならびに発達教育学(発 達心理学)に 関わるもので

あれば特 に制約を設けない。基本的 に、各 自の専門テーマ(例 えば、修士論文のテーマ等)以 外であ

っても執筆可とする。

5)論文題 目の提出について

論文題 目については、指導教員 と相談の上、各年度12月 第1週 の月曜 日までに編集委員会に提出す

るもの とす る。

6)論文原稿の提出について

論文原稿 については、指導教員による査読を経て、各年度2月 末 日までに、電子化された文書ファ

イルとともに編集委員会に提出するものとする。
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